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【手続補正書】
【提出日】平成31年4月10日(2019.4.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１種の熱可塑性成形用コンパウンドＡおよび強化用繊維Ｂを含む熱可塑性マ
トリックスＭから、熱可塑性繊維複合材料を生成するための方法であって、以下の工程：
　ｉ）強化用繊維Ｂで構成される、少なくとも１つのシート状構造物Ｆを用意する工程、
　ｉｉ）少なくとも１つのシート状構造物Ｆを熱可塑性マトリックスＭ中に導入する工程
、
　ｉｉｉ）熱可塑性マトリックスＭ中の官能基を、強化用繊維Ｂの表面における極性基と
反応させる工程、
　ｉｖ）繊維複合材料を団結させる工程、
を含む、前記方法。
【請求項２】
　熱可塑性繊維複合材料は、
　ａ）マトリックスＭとしての少なくとも１種の熱可塑性成形用コンパウンド、および
　ｂ）強化用繊維Ｂで構成される、少なくとも１つのシート状構造物Ｆ、
を含み、強化用繊維Ｂで構成される複数のシート状構造物Ｆは、マトリックスＭ中に埋め
込まれており、熱可塑性成形用コンパウンドＡは、少なくとも１つの化学的に反応性の官
能基を有する、請求項１に記載の熱可塑性繊維複合材料を生成するための方法。
【請求項３】
　繊維複合材料は：
　ａ）３０重量％から９５重量％の熱可塑性マトリックスＭ、
　ｂ）５重量％から７０重量％の強化用繊維Ｂ、および
　ｃ）０重量％から４０重量％の添加剤Ｃ
からなる、請求項１または２に記載の熱可塑性繊維複合材料を生成するための方法。
【請求項４】
　マトリックスＭとして使用される熱可塑性成形用コンパウンドＡは、非晶質である、請
求項１～３のいずれか１項に記載の熱可塑性繊維複合材料を生成するための方法。
【請求項５】
　熱可塑性成形用コンパウンドＡは、ポリスチレン（無色明澄または耐衝撃性）、スチレ
ン－アクリロニトリルコポリマー、アルファ－メチルスチレン－アクリロニトリルコポリ
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マー、耐衝撃性改良アクリロニトリル－スチレンコポリマー、スチレン－メタクリレート
メチルコポリマーおよびアクリロニトリル－スチレン－アクリル酸エステルコポリマー、
ならびに、挙げられたコポリマーとポリカーボネートまたはポリアミドのブレンドからな
る群から選択される、請求項１～４のいずれか１項に記載の熱可塑性繊維複合材料を生成
するための方法。
【請求項６】
　熱可塑性成形用コンパウンドＡの化学的に反応性の官能基は、無水マレイン酸官能基、
Ｎ－フェニルマレイミド官能基およびグリシジル（メタ）アクリレート官能基からなる群
から選択される成分をベースとする、請求項１～５のいずれか１項に記載の熱可塑性繊維
複合材料を生成するための方法。
【請求項７】
　熱可塑性成形用コンパウンドＡは、化学的に反応性の官能基を有する成分Ａに対して少
なくとも０．１重量％のモノマーを使用して生成される、請求項１～６のいずれか１項に
記載の熱可塑性繊維複合材料を生成するための方法。
【請求項８】
　強化用繊維Ｂの表面は、ヒドロキシル、エステルおよびアミノ基の群からの１つまたは
それ以上の官能基を含む、請求項１～７のいずれか１項に記載の熱可塑性繊維複合材料を
生成するための方法。
【請求項９】
　成分Ａは、６５重量％から８０重量％の（α－メチル）スチレン、１９．９重量％から
３２重量％のアクリロニトリルおよび０．１重量％から３重量％の無水マレイン酸から生
成され、シート状構造物Ｆは、スクリム、織物、マット、不織物または編物である、請求
項１～８のいずれか１項に記載の熱可塑性繊維複合材料を生成するための方法。
【請求項１０】
　強化用繊維Ｂは、化学的に反応性の官能基として表面にシラノール基を含むガラス繊維
からなる、請求項１～９のいずれか１項に記載の熱可塑性繊維複合材料を生成するための
方法。
【請求項１１】
　繊維複合材料は、リブ構造またはサンドイッチ構造および層状構造を有する、請求項１
～１０のいずれか１項に記載の熱可塑性繊維複合材料を生成するための方法。
【請求項１２】
　繊維複合材料を生成するための温度は、少なくとも２００℃である、請求項１～１１の
いずれか１項に記載の熱可塑性繊維複合材料を生成するための方法。
【請求項１３】
　少なくとも２００℃の温度にて繊維複合材料を生成するための滞留時間は、１０分間以
下である、請求項１～１２のいずれか１項に記載の熱可塑性繊維複合材料を生成するため
の方法。
【請求項１４】
　成分Ａは、
　６５重量％から８０重量％の（α－メチル）スチレン、
　１９．９重量％から３２重量％のアクリロニトリル、および
　０．１重量％から３重量％の無水マレイン酸
から生成され、
　シート状構造物Ｆは、スクリム、織物、マット、不織物または編物であり、
少なくとも２００℃の温度にて繊維複合材料を生成するための滞留時間は、１０分間以下
である、請求項１～１３のいずれか１項に記載の熱可塑性繊維複合材料を生成するための
方法。
【請求項１５】
　請求項１～１４のいずれか１項に従って生成された、繊維複合材料。
【請求項１６】
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　成形体、フィルムおよびコーティングを生成するための、請求項１５に記載の繊維複合
材料の使用方法。
【請求項１７】
　冷却工程ｖ）をさらに含む、請求項１～１４のいずれか１項に記載の熱可塑性繊維複合
材料を生成するための方法。
【請求項１８】
　繊維複合材料が少なくとも１つの添加剤Ｃをさらに含む、請求項２に記載の熱可塑性繊
維複合材料を生成するための方法。
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